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イ ンタ ー ネ ッ トで

図書館へ!!
本学 ホ ーム ペー ジが 開設 され 、YAHoo!(http://www.yahoo.co.jp)に も1月28日 に登 録 され ま した。 そ

の 中 には 図書 館の ペ ー ジ(http://www.niigata-cn.ac.jp/libral-2.html)が あ ります。こ こで は 当館 所蔵 の雑 誌 目

録 を見 る こ とが で きます 。

♪ ♪♪ ♪ ♪♪ 図書館 だ よ り(第3号)の 発 行に寄 せ て～ 図書委 員会 ～ ♪ ♪♪ ♪ ♪

☆ 私は貸本屋の世代 で本が大好 きで、読 めな くても

本 を集 めてい る。 次元が数段に異 なるが待望 した図書
委員長に立候補 し当選 し活動 し、今その月 日が過 ぎよ

うとしている。本委員会 は本学開学時の理念の 「新潟
県 における看護情報 の発信基地」 を達成 しなけれ ばな
らない と、情熱 の杉 田館長 を旗 に委員一同、委員会の
生命 である、図 書の選書、高利用度、設備 の充実に全

力投球 しエネルギーを注いでいる うちに満期が来 た。
時間 と発想 の貧弱が悔や まれ るが、今後の さらなる発
展 を次期委員会に期待 したい。(委 員長 村 山ヒサエ)
☆ この1年 間、当学 図書館 が、よ り効果的 に利用 さ
れ るよ うになるためには どうあるべ きかの追求であっ
た。まだ、 目標 の蔵書数 に至っていない とい う条件は
あるに しても、蔵書 の管理 と制 限の少ない 自由な貸 し

出 しの境界 が難 しい と感 じた。 どち らも利用者 のた め
に考 えられ てい ることであるが、 ウエー トの置き方で

大 きく違 って くるよ うに思 う。 まだ、今後 も検討 して
いかなけれ ばな らない問題は多いが、当面 の課題 とし

ては、地域 に一定の図書館 が備 わってきてい る現代 に
おいては、看護短大の図書館 として、当学 の特徴 を見
つ けてい くことだ と考えている。(副委員長 長野 勝)

☆ 図書館 といっても様々だ。市立図書館、区立図書
館、民間の図書館 、大学図書館 な どである。私は、図

書館 が大好 きでいろいろな種類 の図書館 を利用 させて
いただいている。 ただ、上越 には少 なくて残念であっ

た。 これ らは、設備 、蔵書数 ・種類 、いろいろ違 うが、
一番違 うのは

、そ こに対応 して くれ る人達 である。設
備が悪 くても、蔵書数 ・種類 が少 な くて も、今の図書
館は、検索 し他か ら取 り寄せ ることが可能 だ。だから、

優秀な図書館員 とそれ をバ ックア ップする図書委員会
のよ うな組織があれば、極論だが、設備 は乏 しくて も、

利用者 に とり、 とてもよい図書館 とな る。 ここの、図
書館 もそ うなることを期待 したい。(教員 水戸美津子)
★ 今年度 の図書委員会 は、紀要 に掲載 した本学図書
館 の利用者へ の質問紙調査や学外者 のための図書館サ
ー ビスに関す る調査な どの図書館利用状況 に対す るま

とめや 、ホームページの作成 、公衆衛生看護学校の図

書整理 な どいろいろな事 を行い ま した。私 自身 はどれ
だけ力になれ たかわか りませ んが、今 回の図書館だ よ

りの編集委員 をさせ ていただい ています。図書館だ よ
りの発行 を通 して、図書館 ・図書委員会の動 向が伝 わ
れば と思っています。(教 員 水 口陽子)

委員会活動の 「学外者 のための図書館 サー ビス」☆
をま とめなが ら、公 立の看護短大の図書館 が地域にお
いてはたす役割 を改 めて認識 しま した。学生 に とって

使いやすい図書館 はもちろんですが、社会の動 きを見
据 えたも う一歩進んだサー ビス を心がけていきたい も
のです。私の今後の課題は、学生にひ とつで も多 くの

役立っ図書を紹介 できるよ うに、 自分 自身が学習や研
究に取 り組むことだ と思っています。(教員山田 正実)
☆ 選書は難 しい作業である。一体何 を図書館の利用

者は望んでいるのであろ うか。本学の図書館 は学習 図
書館 である。そ してや は り研究図書館 の機能 も果た さ
なくてはな らない。 両者の調和 をどのよ うに して達成
すれ ばよいのであろ うか。学生 に読んでほ しい本 と学
生が読むべき本、学習 に必須 の本が一致す るとは限 ら
ない。研究図書 に至っては千差万別。蔵書構築 をどの
よ うに進 めるべきなのか。選書は大切 な仕事だ と思 う。

(教員 石沢信人)☆ 昨年
4月 初 めて本学の図書館 を見て大変驚 きま し

た。す ばらしい環境 ・設備 が整い、蔵書 も医療 ・看護

系の専門書が所狭 しと並んでいます。 この よ うな 中で
勉強できる学生の皆 さんが大変羨ま しく思います。 図
書館 は大学施設の一部 ですが、学生や教職員 の方が利
用 しても らって初めてそのす ば らしさが発揮で きます。

実習やサー クル活動等忙 しいこ ととは思いますが、1
日1回 は図書館に顔 を出 して ください。また図書館長
をは じめ、図書委員長、副委員長、委員の先生方が一
生懸命 、図書館の充実 を 目指 してこの1年 聞活動 して

きま した。 これか らも本学の図書館が県内一、 日本一
と言われるよ うに努力 していきたい と思います。(図 書

学生係 中島恒光)

#####大 型図書希望調査(教員対象)の結果について#####

大型図書に対す る意見、ご希望の書類の提出について、教員の皆様のご協力ありがとうございました。 この件 につ
いては、図書委員会の討議の中で、大型図書(「 シリーズもの」 「全書もの」 「叢書もの」)を 整備す る時期になっ

たのではないかとい うことで、まず希望がどの程度あるかについて伺 った次第です。今回は2名 から希望があり、内
容は 「臨床精神学医学講座(全24巻)」 「ブ リタニカ国際大百科事典(日 本語版)」 です。希望理由として、学術的な
内容であること、学習、研究の資料 として価値があり、使いやすいこと、個人の研究費では整備 しきれないことなど
があげ られています。今回希望の提出のなかった教員の中にも、同 じ理由で大型図書の整備 に賛成す る声も聞かれて
います。また、購入に反対の意見はあ りませんでした。今回は、希望の把握 とい うことで、購入には至 りませんで し
たが、今後も皆様方の要望にできるだけ答える方向で整備をしていく必要があると考えています。(教 員 水口陽子〉



☆☆ 図書館利用状況 ☆☆

～貸出調査～
当館 は95年9月 か ら試験的

に学外者 サー ビス を行 ってい

ます。学内外か らの強い要望が

あって開始 され ましたが、では

2年 が過 ぎ、実際の ところ学外

者 の利用 は どうなって い るの

でしょうか。また学生や教員の

み な きん と比較す る とど うな

ので しょうか。

今回は貸出について調査 し

ま した。去年1年 間の貸出利用

者1人 当た りの平均冊数 を図1

に示 しま した。1年 間の平均は、

学生1.8冊 、教職員2.5冊 、学

外者2.2冊 で、学生 よりも学外

者の方が多い結果 とな りま した。
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図1貸 出利用者一人当た りの平均冊数

月 ごとに見ても、ほぼ学外者 の方が多 くなっています。次に貸 出総冊数 を図2に 示 しま した。図1に おいて
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数値 となっていますが、

図2を 見 ると同 じ月の貸

出総 冊数 はそれ ほど多 く

はあ りません。 これ は、

学外者が1回 の貸出サー

ビスをフル に活用 してい

ることを表 している と思

います。

それに比べ学生は1回

には多 く借 りず、何度 も

こまめに借 りに来 る傾 向

に ある よ うです。(司 書

吉原貴子)

図2貸 出総冊数

♭♭♭♭♭♭寄贈図書について♭♭♭♭♭♭

昨年度末に閉校 となった県公衆衛 生看護学校 の図

書お よび雑誌 を当館 が引継 ぎま した。

まだ受入処理が済んではいませんが、図書に関 して

は、選書の結果、約800冊 を当館で所蔵することに

な りま した。一 日も早 く皆 さんが利用で きるよ う現

在、急 ピッチで作業を進 めています。

また選書か ら外れ た図書については県立の看護専

門学校や保健所へ3月 中に寄贈する予定です。(司書)

※ お知らせ … 土曜開館の実施当初から一緒に

仕事をしてきた、嘱託員の富沢さんが都合により3月

でやめられることになりました。この 2年 間を振り返っての感想をいただきました。

『図書館事務 のお手伝いを して2年 たちま した。

その間、いろいろ新 しい経験 をさせてもらっていま

す。大勢の学生 さんに接す る中で、ち ょっ とした会

話や会釈がきっかけで名前や顔 を覚 え、親 しみが増

してい くことは楽 しみの一つで した。そ して、きま

って毎 日入館 され る熱心な学生 さんが見 えない時は

具合でも悪いのだろ うか と気がか りになった りも し

ま した。夜遅 く閉館 ぎ りぎ りまで勉強 して行かれ る

人 、職場から駆 けつ けて図書を借 りる人、土曜の休

日に一 日こつこつ調べ ものをしている人な ど真剣で

厳 しい姿に頭が下が りま した。 日進月歩の世の中、

新 しい情報に接することができ、図書館 は大いに刺

激 を受 ける場 となっています。』(嘱 託員 富沢宏)
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